










カラーガルバリウム鋼板　t=0.4
耐水合板　t=24
通気垂木　45×120
スタイロ　t=9
構造用合板　ｔ＝12

カラーガルバリウム鋼板　t=0.4
耐水合板　t=24
通気垂木　45×120
スタイロ　t=9
構造用合板　ｔ＝12
断熱材+充填遮湿シート

デッキ材　t=30
根太　45×60
断熱材　t=30デッキ材　t=30

根太　45×60

柱：□120（マツ）防腐剤塗布角材　100×60～200（松）
壁：土壁　t=150

歴史・活動紹介ルーム

強化複層ガラス

階段：樹脂木
　　　　蹴上166　踏面280

柱脚金物
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厚みのある屋根で半屋外空間に

「内部」 を意識させる

階段で白砂青松を囲み意識を向けさせる

「常時白砂青松の場」 とすることで

再生後の目指す姿を意識させる

 Program１ ： 白砂青松の景と向き合う場

機能 ： ボランティアセンター

唐津市街方面の松原出入り口付近に再生活動の拠点となる施設を配置する。

施設内には３つの白砂青松の穴と共にそこに視線が向くような階段を設ける。

目指すものを皆で目視できる空間を演出した。

外壁の柱は松林のように傾き、 建物に周辺環境を考慮したスケールを落とし込む。

■計画地

国道 347 号線

Program１

配置図　S=1/2,000

風景を守る小道

松をなぞる小道

N

白砂青松の景と向き合う場　S=1/400

0 5 10m

■生まれるシーン

建築面積　1,305.25 ㎡

1 階床面積　192.12 ㎡

２階床面積　402.46 ㎡

延床面積　594.58 ㎡

規模　地上 2 階

構造　木造　ベタ基礎

地盤改良 （砕石パイル工法）

松林の傾きに沿った柱 群生する様に配置された柱 外部空間と内部空間が連続する空間構成

１.エントランス
2.倉庫

3.歴史・活動紹介ルーム
4.工作室

5.倉庫
6.会議室

7.女子便所
8.多目的便所

9.男子便所
10.事務室・受付
11.女子更衣室
12.男子更衣室

詳細断面　S=1/100

320

地盤改良

（砕石パイル工法）

土間コンクリートスラブ　t=150
砕石地業　t=100







再生エリアの南側には軽トラック等が通る既

存の林道が存在する。 松原の世界観のなか

で軽トラックが現れるのは異様な光景である

と感じた。 そのため軽トラックが通る方向に

目隠しとなるものを計画する。

柱：水道管　Φ34 ℓ=2,123.5 @4,000
床束：水道管　Φ34 ℓ=140 @2,000

壁：強化ガラス

強化ガラス
松葉　t=10

サッシSｔ-10×18 @1,000

GL+200GL±0 GL±0
林道　GL±0

床：墨モルタルセルフレベリング　t=11
　　 モルタル　t=40

N
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水勾配　1/100

水道管エンドキャップ

柱：水道管　Φ34@4,000

壁：強化複層ガラス
　　松葉　t=10

モルタル型枠　St.t=9

スリーブパイル　Φ89.1
（参照：LASCO JAPAN）

モルタル

水道管　Φ25@6,000
根太鋼　40×60×15×t=1.6

屋根：ガルバリウム鋼板　t=0.4
　　　 野地板　t=12
　　　 St-FB9@455
　　　 St-FB9@1,200

天井：ケイカル板　t=4AEP塗装

　　　　

床：墨モルタルセルフレベリング　t=11
　　 モルタル　t=40

Program４ ： 風景を守る小道

部分平面図　S=1/100
断面図　S=1/50

■計画地

Program４

白 砂 青 松　　― 虹の松原再生保全プロジェクト ―

■生まれるシーン

林道再生エリア 小道

再生エリアの風景を守るため小道は林道からセットバックした

場所に配置。 松の傾きに合わせてスリッドが入った壁が連なる。

松葉の壁により風景を守る

全長 ： 約 4,500ｍ

通路幅 ： 1.0 ～ 1.8m

構造 ： 軽量鉄骨造

規模 ： 地上１階

林道と小道の様子

立面図　S=1/100
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